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ホンダのＥＶ戦略加速化発表とともに届いた
吉野浩行元社長の訃報 1

　
程
な
く
米
国
で
排
ガ
ス
中
の
有
害
成
分
を

５
年
間
で
90
％
削
減
す
る
大
気
清
浄
法
＝

マ
ス
キ
ー
法
が
制
定
（
１
９
７
０
年
）
さ

れ
、
ホ
ン
ダ
は
米
進
出
初
期
の
頃
で
あ
っ
た

が
、
こ
れ
を
ク
リ
ア
す
べ
く
開
発
に
加
わ
っ

た
の
が
若
き
吉
野
氏
。
Ｃ
Ｖ
Ｃ
Ｃ
エ
ン
ジ
ン
は
、

マ
ス
キ
ー
法
を
初
突
破
し
た
事
で
販
路
が
拡

大
、
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
推
進
力
と
な
っ
た
。

　
そ
ん
な
吉
野
氏
の
同
期
入
社
に
は
、
川
本

信
彦
氏
と
４
代
目
社
長
の
座
を
争
っ
た
東
大

学
窓
の
入
交
昭
一
郎
氏
（
ホ
ン
ダ
か
ら
セ
ガ

社
長
に
転
身
）、
更
に
ア
メ
ホ
ン
（
米
国
ホ

ン
ダ
）
の
雨
宮
と
呼
ば
れ
た
雨
宮
高
一
氏

な
ど
「
花
の
サ
ン
パ
チ
（
昭
和
38
年
入
社
）」

と
言
わ
れ
た
ほ
ど
多
士
済
々
で
あ
っ
た
。

　
だ
が
吉
野
氏
は
、
入
交
氏
が
30
代
で
取
締

役
入
り
し
て
「
若
き
ホ
ン
ダ
の
エ
ー
ス
」
と

謳
わ
れ
た
事
に
比
べ
裏
方
的
で
、
東
大
工
学

部
の
野
球
同
好
会
で
入
交
氏
は
ピ
ッ
チ
ャ
ー
、

吉
野
氏
は
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
と
し
て
バ
ッ
テ
リ

ー
を
組
ん
だ
仲
。
入
交
氏
は
入
社
後
、
経
営

の
道
を
一
直
線
に
進
む
中
、
吉
野
氏
は
技
術

開
発
畑
を
地
道
に
歩
ん
だ
。

　
そ
の
後
、
川
本
信
彦
氏
が
社
長
候
補
本
命

の
入
交
氏
を
蹴
落
と
す
形
で
90
年
に
社
長
就

任
。
し
か
し
こ
の
頃
は
バ
ブ
ル
崩
壊
と
共
に

　

ホ
ン
ダ
三
部
社
長
は
就
任
１
年
目
の
4

月
12
日
、「
ホ
ン
ダ
四
輪
電
動
ビ
ジ
ネ
ス
説

明
会
」
で
Ｅ
Ｖ
の
世
界
生
産
を
30
年
迄
に

２
０
０
万
台
超
と
し
電
動
化
シ
フ
ト
を
急
ぐ

計
画
を
示
し
た
。
三
部
氏
は
社
長
就
任
時
に

40
年
の
〝
脱
エ
ン
ジ
ン
車
〞
を
宣
言
。
同
社

は
Ｃ
Ｖ
Ｃ
Ｃ
エ
ン
ジ
ン
で
世
界
を
凌
駕
し
た

だ
け
に
「
あ
の
ホ
ン
ダ
が
エ
ン
ジ
ン
を
切
り

捨
て
る
の
か
」
と
驚
か
さ
れ
た
。
そ
の
同
日

に
吉
野
浩
行
元
ホ
ン
ダ
社
長
の
訃
報
が
各
報

道
機
関
か
ら
発
表
さ
れ
た
。
ホ
ン
ダ
５
代
目

社
長
を
務
め
た
吉
野
浩
行
氏
は
４
月
１
日
に

82
歳
で
逝
去
さ
れ
た
。
奇
し
く
も
ホ
ン
ダ
が

岐
路
を
定
め
た
時
期
の
訃
報
ゆ
え
、
何
か
の

縁
が
あ
っ
た
と
感
じ
た
の
は
筆
者
だ
け
だ
ろ

う
か
。
筆
者
は
、
吉
野
氏
が
社
長
時
代
に
取

材
活
動
を
含
め
色
々
と
お
つ
き
合
い
願
っ
た
。

世
界
が
ホ
ン
ダ
を
注
視
し
た

Ｃ
Ｖ
Ｃ
Ｃ
エ
ン
ジ
ン
を
開
発

　

　
吉
野
元
社
長
は
、
１
９
６
３
年
に
東
大
工

学
部
航
空
学
科
を
経
て
入
社
。
当
時
の
ホ
ン

ダ
に
は
贅
沢
な
超
エ
リ
ー
ト
で
、
航
空
機
事

業
の
夢
を
携
え
て
入
社
し
た
と
言
う
。
だ
が

創
業
者
の
本
田
宗
一
郎
氏
に
「
げ
ん
こ
つ
で

殴
ら
れ
な
が
ら
宗
一
郎
イ
ズ
ム
を
叩
き
込
ま

れ
」（
吉
野
氏
本
人
の
言
葉
）、
エ
リ
ー
ト
意

識
な
ど
吹
っ
飛
ん
だ
事
を
明
か
し
て
く
れ
た
。

ホ
ン
ダ
も
業
績
低
下
に
あ
り
、
銀
行
筋
か
ら

「
三
菱
自
動
車
と
の
合
併
も
画
策
さ
れ
る
」

状
況
に
あ
っ
た
。
川
本
社
長
は
こ
れ
に
反
発
、

社
内
改
革
に
拍
車
を
掛
け
る
傍
ら
で
Ｒ
Ｖ
開

発
を
進
め
、
94
年
秋
の
「
オ
デ
ッ
セ
イ
」
投

入
が
ホ
ン
ダ
救
世
主
と
な
り
、「
ス
テ
ッ
プ

ワ
ゴ
ン
」
な
ど
の
ヒ
ッ
ト
商
品
が
続
い
た
。

　
こ
の
時
期
、
川
本
体
制
で
Ｔ
Ｑ
Ｍ
（
総
合

品
質
管
理
）
の
導
入
に
踏
み
切
り
開
発
担
当

副
社
長
で
あ
っ
た
吉
野
氏
も
「
Ｔ
Ｑ
Ｍ
導
入

が
Ｒ
Ｖ
開
発
に
繋
が
っ
た
」
と
語
っ
て
い
た
。

　
こ
の
川
本
体
制
が
「
ワ
ン
マ
ン
」
と
言
わ

れ
な
が
ら
も
ホ
ン
ダ
復
活
に
繫
が
り
、
経
営

の
若
返
り
が
取
り
沙
汰
さ
れ
る
中
、
川
本
氏

が
後
継
に
指
名
し
た
の
が
意
外
に
も
吉
野
氏

（
１
９
９
８
年
６
月
に
社
長
就
任
）
だ
っ
た
。

そ
も
そ
も
２
人
は
同
期
入
社
で
（
川
本
氏
は

東
北
大
大
学
院
卒
で
３
歳
年
上
）、
吉
野
氏

は
社
長
就
任
年
に
60
歳
に
な
る
事
で
（
ホ
ン

ダ
の
役
員
退
任
は
60
歳
）「
遅
れ
て
来
た
ホ

ン
ダ
社
長
人
事
」
と
し
て
話
題
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
90
年
代
末
は
自
動
車
産
業
の
国

際
化
が
加
速
、
世
界
大
再
編
へ
の
幕
が
開
い
た

時
代
。
ホ
ン
ダ
も
渦
に
巻
き
込
ま
れ
た
が
吉
野

社
長
は
「
４
０
０
万
台
ク
ラ
ブ
な
ん
て
根
拠
が

な
い
。
経
営
は
規
模
で
は
な
い
」
と
独
自
の
経

営
に
拘
っ
た
。
小
型
車
「
フ
ィ
ッ
ト
」
の
大
ヒ

ッ
ト
や
ロ
ボ
ッ
ト
「
ア
シ
モ
」、
小
型
航
空
機

の
開
発
に
燃
料
電
池
車
（
Ｆ
Ｃ
Ｖ
）
の
発
売

と
、
い
ず
れ
も
吉
野
体
制
時
の
成
果
で
あ
る
。

２
０
３
０
年
を
見
定
め
た
予
測
は
、

今
の
岐
路
と
合
致

　

　
21
世
紀
へ
の
突
入
期
、
吉
野
社
長
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
し
た
際
、
30
年
に
自
動
車
産
業
は

ど
う
な
る
か
の
問
い
に
「
石
油
価
格
が
高

騰
し
て
時
代
の
終
焉
の
よ
う
な
様
相
と
な

る
。
ま
た
情
報
端
末
の
活
用
や
自
動
化
が
進

む
。
ホ
ン
ダ
が
時
代
を
切
り
拓
く
役
割
り
を

担
う
」
と
答
え
て
く
れ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。

　
今
や
ホ
ン
ダ
は
９
代
目
の
三
部
体
制
で
ソ

ニ
ー
と
の
連
携
や
米
Ｇ
Ｍ
と
の
タ
ッ
グ
で
時

代
を
切
り
拓
く
方
向
を
示
し
始
め
た
。
生
粋

の
技
術
屋
ら
し
く
地
味
で
、
ち
ょ
っ
と
シ
ャ

イ
だ
っ
た
故
吉
野
氏
だ
が
「
ホ
ン
ダ
は
ホ
ン

ダ
で
あ
り
ト
ヨ
タ
何
す
る
も
の
ぞ
」
の
気
骨

の
持
ち
主
だ
っ
た
。
お
別
れ
の
会
が
６
月
６

日
、
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
東
京
で
行
わ
れ
た
。
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1970年日刊自動車新聞社入社、
編集局記者として自動車全分野を
網羅して担当。2000年出版局長と
して「Mobi21」誌を創刊。取締役、
常務、専務主筆・編集局長、代表
取締役社長を歴任。2014年独立
し、佃モビリティ総研を開設。自動
車関連著書に「トヨタの野望、日産
の決断」（ダイヤモンド社）など。執
筆活動に加え、講演活動も。

遅
れ
て
き
た
ホ
ン
ダ
の
ト
ッ
プ
だ
っ
た
が

04
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次
回
（
�
�
�
�
年
）

東
京
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
は
全
産
業
連
携
・

結
集
で
日
本
の
強
み
を
発
信

日
本
の
自
動
車
産
業
の
〝
総
本
山
〞
で
あ

る
日
本
自
動
車
工
業
会
（
自
工
会
）
は
、
５

月
18
日
に
定
時
総
会
、
19
日
に
理
事
会
を
開

き
、豊
田
章
男
会
長（
ト
ヨ
タ
自
動
車
社
長
）

の
３
期
目
と
日
本
車
メ
ー
カ
ー
が
一
丸
と
な

る
新
役
員
体
制
を
発
足
し
た
。

　
自
工
会
会
長
の
３
期
６
年
の
続
投
は
、
異
例

中
の
異
例
と
な
る
が
、
１
０
０
年
に
一
度
の
大

変
革
期
を
迎
え
て
い
る
自
動
車
産
業
に
あ
っ
て
、

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
や
半
導
体
不
足
な
ど
の
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
対
応
、
原
材
料
の
高
騰
に
エ

ネ
ル
ギ
ー
問
題
な
ど
、
課
題
が
山
積
す
る
状

況
で
、
豊
田
章
男
会
長
の
強
い
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
期
待
さ
れ
て
の
再
続
投
と
な
っ
た
。

　
な
お
今
回
、
豊
田
章
男
自
工
会
３
期
目
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
に
当
た
っ
て
新
副
会
長
に
、

内
田
誠
日
産
自
動
車
社
長
と
鈴
木
俊
宏
ス
ズ

キ
社
長
が
就
任
し
た
。

　
日
産
か
ら
の
副
会
長
入
り
は
、
ゴ
ー
ン
事

件
以
来
の
復
活
で
あ
り
、
ス
ズ
キ
代
表
の
副

会
長
入
り
は
初
め
て
で
、
軽
自
動
車
業
界
代

表
と
し
て
の
役
割
り
を
担
う
。

　
既
に
、
先
行
し
て
商
用
車
代
表
と
な
っ
て

い
る
片
山
い
す
ゞ
自
動
車
社
長
、
二
輪
車
代

表
の
日
髙
ヤ
マ
ハ
発
動
機
社
長
に
加
え
、
昨

年
ホ
ン
ダ
社
長
に
就
任
し
た
三
部
敏
宏
社
長

日
本
の
自
動
車
産
業
分
野
毎
の
代
表
が
フ
ル

ラ
イ
ン
で
支
え
る
体
制
と
な
っ
た
。

　
こ
の
半
年
間
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
各
社

の
若
手
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
を
起
ち
上
げ

て
〝
現
地
・
現
物
、
現
実
〞
を
合
い
言
葉
に
、

現
場
の
実
情
を
知
る
事
に
取
り
組
ん
で
来
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
や
半
導
体
不
足
、
自
然
災
害

の
影
響
な
ど
を
受
け
る
中
で
、
軍
事
侵
攻
に

よ
る
悲
し
く
や
り
き
れ
な
い
現
実
に
も
直
面

し
て
い
る
。
資
源
、
食
料
価
格
高
騰
な
ど
世

界
経
済
の
先
行
き
も
不
透
明
な
状
況
に
あ
る
。

こ
う
し
た
リ
ス
ク
の
あ
る
時
こ
そ
、
未
来
に

向
け
た
変
革
を
止
め
な
い
意
思
が
必
要
だ
と

思
っ
て
い
る
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会

実
現
へ
の
取
組
み
は
、

日
本
自
動
車
産
業
の

Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
技
術
を
磨
く
チ
ャ
ン
ス

　
そ
の
中
に
あ
っ
て
最
大
の
テ
ー
マ
は
、
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会
の
実
現
で
あ
り
、
そ

れ
は
移
動
を
通
じ
て
人
々
の
暮
ら
し
を
支
え

て
き
た
自
動
車
産
業
の
変
革
を
問
う
も
の
だ
。

　
但
し
そ
れ
に
は
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
、

よ
り
正
し
く
理
解
す
る
事
か
ら
始
め
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
そ
の
核
と
な
る
の
は
〝
敵
は
炭
素
で

あ
り
内
燃
機
関
で
は
な
い
〞
と
い
う
事
だ
。

　
ま
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
『
つ
く
る
』『
運
ぶ
』

『
使
う
』
の
全
て
で
Ｃ
Ｏ
２
を
削
減
し
な
け

テ
ー
マ
に
係
る
取
り
組
み
な
ど
を
説
明
し
た
。

　
豊
田
章
男
会
長
の
３
期
目
に
向
け
た
挨
拶

と
重
点
テ
ー
マ
へ
の
施
作
と
そ
の
要
旨
は
、

次
の
通
り
。

豊
田
会
長

19
日
の
理
事
会
で
新
た
な
自

工
会
役
員
体
制
を
正
式
に
決
定
し
た
が
、
副

会
長
に
乗
用
車
代
表
と
し
て
三
部
敏
宏
ホ
ン

ダ
社
長
、
内
田
誠
日
産
社
長
、
商
用
車
代
表

と
し
て
片
山
正
則
い
す
ゞ
社
長
、
軽
自
動
車

代
表
と
し
て
鈴
木
俊
宏
ス
ズ
キ
社
長
、
二
輪

車
代
表
と
し
て
日
髙
祥
博
ヤ
マ
ハ
発
動
機
社

長
、
事
務
局
兼
専
務
理
事
の
永
塚
誠
一
と
、

が
こ
の
４
月
に
副
会
長
入
り
し
て
お
り
、
こ

れ
に
よ
り
豊
田
章
男
自
工
会
３
期
目
の
体
制

は
、
経
産
省
出
身
の
永
塚
誠
一
専
務
理
事
兼

務
と
合
わ
せ
て
５
社
６
人
の
副
会
長
が
支
え

る
形
に
な
っ
た
。

　
豊
田
自
工
会
会
長
は
、
３
期
目
に
向
け
て

「
リ
ス
ク
が
あ
る
時
こ
そ
変
革
を
止
め
な
い

強
い
意
志
が
必
要
」
と
し
「
成
長
・
雇
用
・

分
配
へ
の
取
組
み
」
な
ど
５
つ
の
重
点
テ
ー

マ
に
取
組
む
と
共
に
、
２
０
２
３
年
秋
の
東

京
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
を
「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
オ
ー

ル
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
シ
ョ
ー
」
と
銘
打
ち
、

日
本
の
全
産
業
が
連
携
・
結
集
す
る
も
の
に

切
り
替
え
る
考
え
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
今
号
で
は
そ
の
概
要
を
、
会
見
後
半
の
質

疑
応
答
と
組
み
合
わ
せ
て
掘
り
下
げ
て
い
く
。

（
主
筆
・
佃
義
夫
）

リ
ス
ク
の
あ
る
時
こ
そ
、

未
来
に
向
け
た
変
革
を

止
め
な
い
強
い
意
志
が
必
要

　
日
本
自
動
車
工
業
会
（
自
工
会
）
は
、
５

月
18
日
の
定
時
総
会
で
豊
田
章
男
会
長
（
ト

ヨ
タ
自
動
車
社
長
）
３
期
目
へ
の
重
任
を
決

め
る
と
共
に
、
19
日
の
理
事
会
で
新
た
な
役

員
体
制
を
正
式
に
決
定
し
た
。

　
理
事
会
後
、
豊
田
会
長
が
副
会
長
６
名
と
共

に
オ
ン
ラ
イ
ン
会
見
に
臨
み
、
豊
田
章
男
自
工

会
３
期
目
（
〜
２
０
２
４
年
５
月
）
へ
の
重
点

豊田 章男27L E AD E R S  VOI C E
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れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
事
。
山
の
登
り
方
も

ひ
と
つ
で
は
な
い
と
い
う
事
。
更
に
規
制
で

技
術
の
選
択
肢
を
狭
め
な
い
事
の
重
要
さ
が

分
か
っ
て
き
た
。

　
こ
れ
を
軸
に
、
世
の
中
の
理
解
も
深
ま
り

始
め
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
一
緒
に

や
ろ
う
と
い
う
仲
間
も
増
え
て
き
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
日
本
の
自
動
車
産
業

に
於
い
て
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ｅ
技
術
を
磨
く
絶
好
の

チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
と
信
じ
て
お
り
、
Ｃ
Ａ
Ｓ

Ｅ
の
進
化
と
共
に
暮
ら
し
に
深
く
根
ざ
し
た

モ
ビ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
な
ど
、

未
来
に
向
け
て
ク
ル
マ
が
生
み
出
す
価
値
は

大
き
く
広
が
っ
て
行
く
だ
ろ
う
。

自
動
車
は
成
長
産
業
で
あ
り
、

岸
田
政
権
が
掲
げ
る
成
長
と

分
配
の
原
動
力
と
な
る

　
従
っ
て
モ
ビ
リ
テ
ィ
産
業
の
変
革
を
、
精
力

的
に
進
め
る
我
々
自
動
車
産
業
は
、
未
来
の

日
本
を
背
負
う
成
長
産
業
だ
と
思
っ
て
い
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
岸
田
政
権
が
掲
げ
る
『
成
長

と
分
配
』に
対
し
て
、そ
の
原
動
力
に
な
れ
る
。

　
実
際
、
自
動
車
産
業
は
コ
ロ
ナ
禍
に
翻
弄

さ
れ
た
過
去
２
年
間
で
、
設
備
投
資
と
研
究

開
発
費
に
12
兆
円
を
投
じ
、
稼
い
だ
外
貨
は

25
兆
円
、
新
た
に
生
み
出
し
た
雇
用
は
27
万

人
で
あ
り
、
厳
し
い
時
期
に
あ
っ
て
も
日
本

の
成
長
を
支
え
て
来
た
自
負
を
持
っ
て
い
る
。

炭素中立燃料を「つくる」「はこぶ」「つかう」を目指す仲間づくりは〝スーパー耐久〟を舞台に実を結びつつある
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「雑誌＋Web」のクロスメディア体制を採るNEXT MOBILITY［ https://nextmobility.jp/ ］
このページでは、そのWebチームの活動の一端を抜粋・要約した。

純粋に情報発信する手段を考えた時、速度と量でオンラインが勝る一方で、紙は手に馴染むデバイスとしての秀逸さを持っている。
今回、当媒体を手に取って頂いた「縁あるあなた」には、是非とも我々編集部とのインタラクトな関係造りを愉しんで欲しい。

我々は未来に向けて、そのためのメディアのカタチを模索していく。

日産サクラ 三菱eKクロスEV

社が得意とする電動化技術を集積させ
た軽自動車タイプのBEV（日産としては
初、三菱自としてはi-MiEV以来）とな
る。搭載部品は調達実績があるエンビジョ
ンAESCグループ製蓄電池を筆頭に既
存のPHEV用モーターを使う、リーフの
減速機を使うなどでコスト低減と量産効
果を両立。これらで日常的な走行距離を
充足させた上で廉価も実現させた。動力

性能は、出力こそ既存の軽自動車と揃う
47kWであるが、最大トルクは195Nmで、
上位の乗用車カテゴリと遜色ない数値を
持つ。車両価格は対象となっているCEV
補助金を差し引くと辛うじて100万円台に
収まる。今後、軽EV市場が熟成した場合、
更に蓄電池容量を抑えた競合車両の登場
も有り得るため、軽EVは未来の主力ラス
トワンマイル車になり得る。

産と三菱自動車の合弁会社NMK 
Vは5月20日、自らの車両開発

ノウハウを投入。自車生産先工場の水島
製作所内に報道陣を募り、軽自動車規格
の量産電動車「日産サクラ」と「三菱eK
クロスEV」のオフライン発表会を開い
た。この新型車は日産プロパイロットを筆
頭とするADAS技術と、三菱自の軽自動
車づくりのノウハウを融合させた上で、両

日

日産と三菱自動車、水島製作所で新型「軽EV」のオフライン式を実施01
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た。クルーズ・オリジンは、人の介在な
しに自動走行する車両で、ステアリング
やペダル、ルームミラー、ワイパーなど
運転操作に必要な装備を搭載しない。そ
のため車内空間が広く乗用車と同じ車体
でも多くの人員が乗れる。なお米国で当
地のクルーズは、6月に加州当局から運
転手不要のタクシー事業免許を取得した。
翻ってHMSでは「新しいオンデマンド

専用プラットフォーム（e-TNGA）とし
て基本骨格を固めた上で、四輪駆動力
システム「DIRECT4（ダイレクトフォー）」
と、累進的な物理的ギヤ比を思わせるプ
ログレッシブな電子ステアバイワイヤシ
ステムを組み合わせた。これはステアリ
ング操舵角を+－で約150度の範囲に設
定。交差点やUターン、車庫入れ、ワ
インディングなど操舵が大きくなる運転

型無人移動サービスの提供により、都市
部での様々な交通課題の解決や、お客
様・社会に新しい形の利便性・新価値を
提供する事を目指します。自動運転モビ
リティサービスをより安全・安心で便利・
快適なものとして提供できるよう、今回
の基本合意に基づき帝都自動車交通・
国際自動車と共同で検討を行っていきま
す」と話している。

シーンで、ステアリングを持ち替える事
を不要にした。持ち替え不要としたた
め異形ステアリングに最適化したメー
ター配置とした。動力性能はフロント
150kW・リヤ80kWのトータル230kW。
71.4kWhの電池容量で約450kmの航
続距離をマークする。なお冬期に於ける
空調も、輻射熱ヒーターを搭載するなど
完全なBEV専用仕様となっている。

田技研工業傘下のホンダモビリ
ティソリューションズ（HMS）

はGM並びにGMクルーズホールディン
グスLLCと共同開発の自動運転タクシー
「CruiseOrigin（クルーズ・オリジン）」
を使う移動サービスを2020年代半ばか
ら日本国内で展開するべく4月21日、帝
都自動車交通並びに国際自動車と都内に
於ける協業を視野に検討で基本合意し

EXUSは4月20日、同ブランド
初の専用BEVモデル「RZ」を

世界初披露した。同ブランドは2030年
までに全カテゴリーでBEVフルライン
アップ体制に。更に5年後の2035年に
はグローバルでREV100%を目指す。こ
のため外観はパワーユニットの冷却が
不要なスピンドルグリルデザインへ変更。
蓄電池とモーターを最適配置したBEV

本

L

ホンダ、都内タクシー事業社と自動運転サービス提供で提携合意

バッテリーEVによるLEXUSブランド車を世界初披露へ

03

02
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04

05

訪問を問わずに俯瞰出来る様、自社オフィ
シャルサイトに「オンラインマツダミュー
ジアム」も併せて開設している。新施設内
は、モノトーンの配色と温かみを感じさせ
るウッドや照明を組み合わせた内外装とし
て〝美しい地球と心豊かな人・社会、走
る歓び〟などの同社のブランドコンセプト
を織り込み、質の高さと温かみが調和され
た居心地の良い施設空間を目指した。な

お館内は10の展示ゾーンで構成され、各
ゾーンのテーマに合わせた色合いや照明
などによる情感的な演出に腐心する事で
今日に至る100年以上続けてきたマツダ
のモノ造りへの想いとビジョンを誰もが
ストーリーテラー的に愉しめるようにした。
またオンラインミュージアムでも、各ゾー
ンの解説に加えドローン撮影の臨場感の
ある館内映像を取り入れている。

ツダは、広島県安芸郡府中町新
地の本社敷地内で創業からの歴

史やヒストリックカーなどを展示する「マ
ツダミュージアム」を全面刷新。5月23日
に一般公開した。今回のリニューアルで
は、顧客や地域で親しまれる事を目的に、
自社ブランドの発信拠点としての機能を強
化。施設全体の空間デザインや展示内容
を刷新した。併せて施設の展示内容を実

マ

マツダ、ミュージアム施設をリニューアルオープン。オンライン施設も

源にリユースする道筋を確立した。スズ
キは同技術を自社公益事業の成果として
公開し普及を図るとしており、今後発生
量が増加する使用済み小型リチウムイオ
ン電池の有効利用の道を開くものだと述
べている。ちなみに現段階で、車載用電
池は一般的に電池容量が初期性能の20
～ 30%程低下した時点で寿命とされるが、
実際のリサイクル技術はまだ充分に確立

されていない。その際、ポイントとなるの
は自動車ユーザー視点で電池の残存価値
を「見える化」する事で、これが電池劣
化への過度な不安を払拭させる事に繫が
る。結果、最終的に中古EVの価値評価
へ帰着する事から電池残存価値の見える
化は定置用蓄電池の規格であるUL1974
などで評価する等、自動車メーカーが取り
組むべき新たな義務であるといえるだろう。

ズキは5月23日、自動車リサイク
ル料金の収支余剰金を活用した

自社公益事業として、市場の廃車から回
収した小型リチウムイオン電池を、ソー
ラー街灯用電源に二次利用（リユース）
する技術を開発した。これまで使用済み
小型リチウムイオン電池は、余寿命を残
したまま処分されていたが同社は、廃車
10台分の電池を1基のソーラー街灯の電

ス

スズキ、使用済み小型リチウムイオン電池のリユース技術を開発
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時代の変化に伴い消費ニーズも変化する。かつてモノが限られていた頃
には、生活を豊かにする製品が求められた。その後、社会で環境を巡る対
話が進んだ今、新たな体験価値を求める時代となった。それはモノやサー
ビスへの拘りに留まらない社会的な価値を積極的に選択する消費行動を
指している。例えば「環境」「地域貢献」「フェアネス（正義）」「歴史・文
化伝承」など、付帯価値へ対価を支払う事により、現代の消費者は充足感
や貢献感を得ようとする。時代の移り変わりと共に消費傾向は多様化して
いるのだ。今号は循環経済をテーマに「持たざる消費」との関わりを追う。



特集

持たざる
消費



　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が
よ

う
や
く
和
ら
ぎ
、
日
本
国
内
の
ビ
ジ
ネ

ス
環
境
が
新
常
態
を
迎
え
つ
つ
あ
る
渦

中
に
於
い
て
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
は
、
今

後
の
事
業
の
道
筋
に
つ
い
て
手
綱
を
緩

め
る
姿
勢
を
崩
し
て
い
な
い
。

　
そ
う
し
た
な
か
同
社
は
５
月
12
日
か

ら
、
遂
に
「
ｂ
Ｚ
４
Ｘ
」
の
提
供
を
開

始
し
た
。（
坂
上
賢
治
）

ｂ
Ｚ
４
Ｘ
の
車
両
提
供
は

サ
ブ
ス
ク
の
み

　

ト
ヨ
タ
初
の
量
産
型
電
気
自
動
車

（
Ｂ
Ｅ
Ｖ
）
と
な
っ
た
ｂ
Ｚ
４
Ｘ
は
、

ア
イ
シ
ン
、
デ
ン
ソ
ー
、
ブ
ル
ー
イ
ー

ネ
ク
サ
ス
で
共
同
開
発
し
た
モ
ー

タ
ー
・
イ
ン
バ
ー
タ
ー
・
ト
ラ
ン
ス
ア

ク
ス
ル
を
一
体
化
さ
せ
た
ｅ
Ａ
Ｘ
ｌ
ｅ

（
Ｆ
Ｗ
Ｄ
モ
デ
ル
向
け
の
１
５
０
ｋ
Ｗ

仕
様
と
、
Ａ
Ｗ
Ｄ
モ
デ
ル
の
前
後
搭
載

８
０
ｋ
Ｗ
仕
様
）
を
搭
載
。

　
特
に
ブ
ル
ー
イ
ー
ネ
ク
サ
ス
に
と
っ

て
は
初
採
用
の
ｅ
Ａ
Ｘ
ｌ
ｅ
と
な
っ
た
。

　
各
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
の
開
発
は
、
ア

イ
シ
ン
と
デ
ン
ソ
ー
が
担
当
。
シ
ス
テ

ム
と
し
て
の
開
発
を
ブ
ル
ー
イ
ー
ネ
ク

売り切り型ビジネスから
の決別
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特集／持たざる消費

お
客
様
に
は
長
く
・
安
心
し
て

ご
利
用
頂
き
た
い

　
一
方
、
こ
の
サ
ブ
ス
ク
の
料
金
設
定

に
関
し
て
消
費
者
層
か
ら
は
割
安
感
が

感
じ
ら
れ
な
い
と
す
る
声
も
挙
が
っ
て

い
る
。
も
っ
と
も
ト
ヨ
タ
製
Ｂ
Ｅ
Ｖ
は
、

売
る
方
も
買
う
方
も
試
行
錯
誤
の
段
階

で
あ
り
、
現
行
の
サ
ブ
ス
ク
費
用
の
数

字
が
そ
れ
を
如
実
に
表
し
て
い
る
と
い

え
そ
う
だ
。

　
実
際
問
題
と
し
て
２
０
２
１
年
中
に

日
本
国
内
で
販
売
さ
れ
た
乗
用
車
の
う

ち
、
Ｂ
Ｅ
Ｖ
は
ま
だ
１
％
に
過
ぎ
な
い
。

　
車
両
の
発
表
会
見
に
登
壇
し
た
Ｋ
Ｉ

Ｎ
Ｔ
Ｏ
の
小
寺
信
也
社
長
は
、「
個
人

の
お
客
様
に
つ
い
て
は
、
ｂ
Ｚ
４
Ｘ
を

長
く
・
安
心
し
て
ご
利
用
頂
き
た
い
。

　
そ
の
た
め
に
も
ト
ヨ
タ
初
の
Ｒ
Ｅ
Ｖ

車
両
へ
対
す
る
不
安
解
消
と
手
厚
い

バ
ッ
テ
リ
ー
管
理
を
目
的
に
、
サ
ブ
ス

ク
の
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
を
介
し
て
車
両
を
ご

提
供
し
ま
す
。

　
ま
た
法
人
の
お
客
様
へ
は
、
全
国
の

ト
ヨ
タ
レ
ン
タ
リ
ー
ス
店
並
び
に
ト
ヨ

タ
モ
ビ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス（
東
京
地
区
）

か
ら
リ
ー
ス
扱
い
で
、
ご
提
供
し
ま
す
。

　
今
後
は
秋
口
に
第
２
期
、
そ
れ
以
降

は
初
年
度
中
の
お
申
し
込
み
を
順
次
受

け
付
け
て
い
く
予
定
で
す
。

　
ま
た
併
せ
て
充
電
イ
ン
フ
ラ
の
拡
充

に
も
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
今
後
の
Ｂ
Ｅ
Ｖ
普
及

の
進
展
を
踏
ま
え
つ
つ
、
ま
ず
は
Ｂ
Ｅ

Ｖ
需
要
が
高
い
地
域
を
中
心
に
順
次
設

置
を
進
め
て
行
き
、
来
た
る
２
０
２
５

年
を
目
途
に
全
国
の
ト
ヨ
タ
販
売
店
へ

急
速
充
電
器
を
設
置
し
て
行
く
計
画
で

す
」
と
語
っ
た
。

Ｂ
Ｅ
Ｖ
所
有
の
リ
ス
ク
は

ト
ヨ
タ
が
負
う

　
加
え
て
個
人
向
け
車
両
の
取
り
扱
い

で
サ
ブ
ス
ク
提
供
を
決
断
し
た
理
由
に

つ
い
て
「
Ｂ
Ｅ
Ｖ
は
充
電
を
繰
り
返
す

と
バ
ッ
テ
リ
ー
の
蓄
電
容
量
が
減
り
、

下
取
り
価
格
が
下
が
る
な
ど
の
リ
ス
ク

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
今
回
、
そ
う
し
た
Ｂ
Ｅ
Ｖ
所
有
に
係
る

リ
ス
ク
負
担
は
お
客
様
で
は
な
く
、
我
々

が
負
う
べ
き
と
い
う
考
え
の
下
、
車
両
の

ご
提
供
を
サ
ブ
ス
ク
に
限
定
し
ま
し
た
。

　
な
お
契
約
か
ら
最
長
で
10
年
・
走
行

サ
ス
が
担
っ
た
。
ま
た
モ
ー
タ
ー
の
コ

イ
ル
エ
ン
ド
の
短
縮
接
合
技
術
は
、
デ

ン
ソ
ー
が
開
発
し
た
も
の
だ
。

　
車
両
は
、
国
内
と
中
国
で
生
産
。
２

０
２
２
年
央
迄
に
日
本
、
中
国
、
米
国
、

欧
州
な
ど
で
販
売
を
開
始
。
英
国
で
は

４
万
１
９
５
０
ポ
ン
ド
（
約
６
５
０
万

円
／
発
表
時
）
か
ら
の
価
格
で
売
り
出

す
事
を
発
表
し
て
い
る
。

　

日
本
国
内
に
於
け
る
車
両
提
供
は
、

個
人
向
け
リ
ー
ス
契
約
の
「
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｔ

Ｏ
・
Ｏ
Ｎ
Ｅ
」を
軸
に
、諸
経
費（
税
金
・

保
険
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
用
）
を
月
額

の
利
用
料
を
含
め
て
平
準
化
し
た
定
額

サ
ー
ビ
ス
（
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
・

サ
ー
ビ
ス
、
以
下
サ
ブ
ス
ク
）
を
介
し

て
提
供
す
る
。
な
お
法
人
向
け
に
関
し

て
は
、リ
ー
ス
の
み
の
取
り
扱
い
と
な
る
。

10
年
間
の
累
積
利
用
料
は

�
�
�
万
円

　
車
両
取
り
扱
い
の
当
事
者
と
な
る
Ｋ

Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
で
は
、
最
長
10
年
の
ｂ
Ｚ
４

Ｘ
専
用
プ
ラ
ン
を
用
意
。

　
５
月
12
日
正
午
か
ら
年
内
に
納
入
す

る
３
０
０
０
台
分
を
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や

販
売
店
を
介
し
て
受
け
付
け
て
、
初
年

度
５
０
０
０
台
を
販
売
す
る
計
画
だ
。

　
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
を
利
用
し
た
個
人
向
け
の

車
両
提
供
に
つ
い
て
は
、
契
約
時
に
申
込

金
と
し
て
77
万
円
を
支
払
う
必
要
が
あ
る
。

　
月
額
料
金
は
、
最
初
の
４
年
間
が
10

万
７
８
０
０
円
（
国
の
補
助
金
を
使
う

と
最
初
の
４
年
間
を
８
万
８
２
２
０

円
に
抑
え
ら
れ
る
）。
５
年
目
以
降
は
、

国
の
補
助
金
適
用
が
無
く
な
る
が
、
利

用
料
は
以
降
か
ら
段
階
的
に
下
が
る
。

　
７
年
目
は
６
万
４
６
８
０
円
。
10
年

目
は
４
万
８
５
１
０
円
と
長
く
乗
れ
ば

乗
る
程
、
廉
価
な
っ
て
行
く
他
、
５
年

目
以
降
は
中
途
解
約
金
の
適
応
自
体
が

解
除
さ
れ
る
。

　

な
お
提
供
料
金
に
は
「
自
動
車
税
」

「
自
動
車
保
険
」「
車
検
代
」「
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
・
故
障
修
理
・
代
車
」「
消
耗
品
」

「
バ
ッ
テ
リ
ー
保
証
」
な
ど
が
含
ま
れ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
車
両
の
使
用
者
は
、

月
額
料
金
の
他
、
バ
ッ
テ
リ
ー
へ
の
充

電
料
金
、
高
速
道
路
料
金
、
駐
車
場
料

金
な
ど
を
支
払
う
。
結
果
、
国
の
補
助

金
を
使
っ
て
10
年
間
ｂ
Ｚ
４
Ｘ
を
利
用

し
た
場
合
、
月
額
利
用
料
の
合
計
は

８
９
６
万
７
４
８
０
円
に
な
る
。
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史
を
教
科
書
の
よ
う
に
読
み
、
そ
の

後
、
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ａ
20
年
史
、
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ａ

30
年
史
、
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ａ
50
年
史
の
編
纂

に
も
携
わ
っ
た
。

　
そ
の
中
で
得
た
知
識
や
、
理
解
し

た
事
に
つ
い
て
「
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ａ
50
年
史

（
１
９
９
６
年
刊
行
）」
を
ベ
ー
ス
と

し
、「
50
年
の
輸
入
車
市
場
と
Ｊ
Ａ

Ｉ
Ａ
事
業
活
動
の
変
遷
」
を
テ
ー
マ

に
据
え
て
、「
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ａ
」
の
組
織
、

制
度
、
会
員
、
役
員
、
事
務
局
等
の

動
き
を
下
敷
き
に
、
ど
の
様
な
プ
ロ

セ
ス
を
経
て
日
本
の
輸
入
車
市
場
が

変
貌
を
遂
げ
て
き
た
の
か
を
綴
る
。

今
回
は
、
前
号
に
続
き
１
９
６
５
年

か
ら
１
９
９
６
年
ま
で
を
振
り
返
る

後
編
と
な
る
。

（
小
野
邦
彦
）

　

筆
者
は
42
年
間
の
事
業
者
団
体

（
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ａ
）
勤
務
で
、
多
く
の
人

と
出
会
い
、
様
々
な
経
験
を
し
、
試

行
錯
誤
の
中
で
思
い
悩
み
、
仕
事
を

し
て
来
た
。
入
社
し
て
直
ぐ
、
出
来

上
が
っ
た
ば
か
り
の
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ａ
10
年

第6回東京オートショウ1965開催時の会場風景

輸入車市場50年の変遷

連載2回目

事業者団体JAIAの位置付け

58



ポ
ル
シ
ェ
、
ブ
ガ
ッ
テ
ィ
と

統
合
し
た
リ
マ
ッ
ク
へ

１
０
０
億
円
超
を
追
加
増
資

総
合

　
か
つ
て
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
と
欧
州
の
交
差

点
で
あ
っ
た
ク
ロ
ア
チ
ア
共
和
国
ザ
グ
レ
ブ

郡
ス
ベ
タ
ネ
デ
リ
ャ
を
拠
点
と
す
る
Ｅ
Ｖ
ス

ポ
ー
ツ
カ
ー
メ
ー
カ
ー「
リ
マ
ッ
ク・グ
ル
ー

プ（Rim
ac Group

／
２
０
０
９
年
設
立
）」

は
、
去
る
２
０
２
１
年
11
月
に
独
Ｖ
Ｗ
か
ら

の
投
資
資
金
を
得
て
、
自
社
ハ
イ
パ
ー
カ
ー

部
門
の
リ
マ
ッ
ク
・
ア
ウ
ト
モ
ビ
リ
と
、
Ｖ

Ｗ
傘
下
の
ブ
ガ
ッ
テ
ィ
・
オ
ト
モ
ビ
ル
Ｓ
Ａ

Ｓ
と
の
合
弁
会
社
「
ブ
ガ
ッ
テ
ィ

－

リ
マ
ッ

ク
」
を
設
立
。

　
こ
の
際
、
ポ
ル
シ
ェ
Ａ
Ｇ
が
新
会
社
の
株

式
45
％
を
保
持
（
Ｖ
Ｗ
が
取
得
株
を
ポ
ル

シ
ェ
Ａ
Ｇ
へ
譲
渡
／
リ
マ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ

は
残
り
過
半
の
55
％
を
保
有
）。

　
ポ
ル
シ
ェ
Ａ
Ｇ
取
締
役
会
の
オ
リ
バ
ー
・

ブ
ル
ー
メ
会
長
と
、同
取
締
役
会
の
ル
ッ
ツ・

メ
シ
ュ
ケ
財
務
＆
Ｉ
Ｔ
担
当
役
員
が
、
合
弁

新
会
社
の
監
査
役
会
に
参
加
し
て
、
リ
マ
ッ

ク
・
グ
ル
ー
プ
の
マ
テ
・
リ
マ
ッ
ク
Ｃ
Ｅ

Ｏ
（
リ
マ
ッ
ク・ア
ウ
ト
モ
ビ
リ
の
創
設
者
）

と
強
固
な
協
力
関
係
を
築
い
て
来
た
。

ポ
ル
シ
ェ
、
追
加
投
資
で

リ
マ
ッ
ク
と
の
絆
を
深
め
る

　

そ
ん
な
リ
マ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
と
ポ
ル

シ
ェ
Ａ
Ｇ
は
将
来
を
見
据
え
、
互
い
の
協
力

関
係
を
更
に
強
化
し
た
。

　

よ
り
具
体
的
に
は
今
年
６
月
３
日
、
リ

マ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
が
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
・
ビ

ジ
ョ
ン
フ
ァ
ン
ド
２
が
主
導
す
る
シ
リ
ー
ズ

自動車産業を巡る
世界の動きを追う

62



Ｄ
の
追
加
投
資
ラ
ウ
ン
ド
（
総
額
５
億
ユ
ー

ロ
規
模
／
約
７
０
０
億
円
）
を
実
施
。

　

同
ラ
ウ
ン
ド
で
新
た
に
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン

サ
ッ
ク
ス
・
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が

フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
部
門
か
ら
新
規
投
資
家
と

し
て
参
加
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
ポ
ル
シ
ェ
Ａ
Ｇ
は
、〝
デ

ジ
タ
ル
化
と
電
動
化
に
集
中
す
る
未
来
モ
ビ

リ
テ
ィ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
概
要
は
後
述
）〞

を
強
化
す
る
た
め
、
１
０
０
億
円
超
（
８
桁

規
模
の
資
金
と
表
現
）
の
投
資
額
を
携
え
て
、

こ
の
新
た
な
追
加
投
資
ラ
ウ
ン
ド
に
参
画
。

　
一
方
、
２
０
１
９
年
に
１
１
０
億
円
余
り

を
投
資
し
て
い
た
現
代
自
動
車
グ
ル
ー
プ
は

今
回
、
追
加
投
資
を
見
送
っ
た
。
そ
う
し
た

中
で
リ
マ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
は
、
今
ラ
ウ
ン

ド
で
約
２
８
０
０
億
円
以
上
の
企
業
評
価
を

獲
得
し
て
い
る
。

２
０
２
２
年
に
７
０
０
名
の

追
加
雇
用
を
実
施
へ

　
リ
マ
ッ
ク
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
、
こ
の
大
規
模
増
資
の

概
要
に
つ
い
て
「
当
社
は
、
今
後
数
年
間
に
於

け
る
野
心
的
な
成
長
計
画
を
温
め
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
そ
ん
な
私
た
ち
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
信

じ
て
下
さ
る
投
資
家
か
ら
、
多
く
の
サ
ポ
ー

ト
を
受
け
ら
れ
た
事
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
私
た
ち
の
成
功
に
対

し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
、
様
々
な
場
面

で
支
援
を
続
け
て
下
さ
っ
て
い
る
ポ
ル
シ
ェ

Ａ
Ｇ
に
も
感
謝
し
ま
す
。

　
リ
マ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
は
、
今
回
の
新
た

な
資
本
を
、
自
ら
の
事
業
に
於
け
る
大
量
生

産
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
先
の
ポ
ル
シ
ェ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
も
内
包
）
に
投
資
し
ま
す
。

　
な
お
、
こ
れ
を
受
け
２
０
２
２
年
の
単
年

だ
け
で
も
７
０
０
名
余
り
の
従
業
員
を
追
加

雇
用
す
る
計
画
を
実
施
す
る
予
定
で
す
」
と

説
明
し
た
。

ポ
ル
シ
ェ
は
リ
マ
ッ
ク
の

事
業
拡
大
策
を
楽
観
視
し
て
い
る

　
結
果
、
ポ
ル
シ
ェ
Ａ
Ｇ
は
今
追
加
投
資
に

よ
っ
て
、
引
き
続
き
リ
マ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ

全
株
式
の
約
20
％
を
保
有
。
リ
マ
ッ
ク
・
グ

ル
ー
プ
の
マ
テ
・
リ
マ
ッ
ク
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
引
き

続
き
、
同
社
の
筆
頭
株
主
の
地
位
に
留
ま
る
。

　
こ
う
し
た
流
れ
に
つ
い
て
先
の
ポ
ル
シ
ェ

Ａ
Ｇ
の
ル
ッ
ツ
・
メ
シ
ュ
ケ
氏
は
「
こ
の
度
、

リ
マ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
が
新
た
な
投
資
を
獲

得
出
来
た
事
を
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　
当
社
は
、
２
０
１
８
年
の
段
階
で
リ
マ
ッ

ク
の
可
能
性
を
予
見
し
、
持
ち
前
の
企
業
価

値
と
技
術
的
潜
在
力
を
確
信
し
て
い
ま
し
た
。

　
ポ
ル
シ
ェ
Ａ
Ｇ
が
今
後
も
、
リ
マ
ッ
ク
の
発

展
と
成
功
に
寄
与
出
来
る
事
。
そ
し
て
我
々
自

身
の
見
立
て
を
背
景
に
、
こ
れ
ま
で
下
し
た
決

断
に
対
し
て
強
い
自
負
心
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
今
ラ
ウ
ン
ド
に
よ
り
、
新
た
な
投
資
家

が
加
わ
っ
た
事
で
、
リ
マ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ

は
電
動
モ
ビ
リ
テ
ィ
分
野
に
於
け
る
地
位
拡

大
を
更
に
確
固
た
る
も
の
に
す
る
で
し
ょ
う
。

　
加
え
て
同
社
の
持
続
的
な
事
業
規
模
拡
大

の
未
来
の
歩
み
に
つ
い
て
も
、
我
々
は
楽
観

視
し
て
い
ま
す
。

　
当
社
は
、
リ
マ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
の
進
歩

と
、
現
在
の
成
功
に
貢
献
出
来
て
い
る
事
を

重
ね
て
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
」
と
述
べ
た
。

リマック・グループのマテ・リマックCEO

ポルシェAG取締役会のルッツ・メシュケ財務＆IT担当役員

ポルシェAG取締役会のオリバー・ブルーメ会長
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6月7日、日本電産の半導体事業トップ（副最高技術責任者）に抜擢された大村隆司氏が川崎市の中央モーター基礎技
術研究所で記者会見を開き、インテリジェントモーター実現を視野に半導体の開発・調達・製造に係る独自のエコシステ
ム構築に意欲を見せた。対して世界では米国の対中制裁強化に対し、中国・国家発展改革委員会が所管する中国国際
経済交流センター陳文玲チーフエコノミストがTSMCを巡る強硬発言を示し、半導体を巡る地政学的な緊張が強まって
いる。一方、日本の半導体産業は〝半導体専業メーカーの台頭〟を経て、〝ファブレスとファウンドリ連携によるリスク
ヘッジ〟という浮き沈みを繰り返して来た。今はチップ上の構成機能をブロックの様に組み立てるためのオープン通信規格
「UCle」の仕様公開がブレークスルーとして浮上している。半導体の構造自体が大きく変わる時代を迎え、日本勢が新た
なエコシステムを築けるのか。百戦錬磨の国際企業に立ち向かう、したたかな姿勢を見せて欲しい。（坂上 賢治）
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未来をつかむ自動車ビジネス誌

〝モノより思い出〟日本も米国でも2010年代の半ば頃から「若者の車離れ」が顕在化した。その生誕時期は地域毎の異
差があるが、日本ではZ世代、米国ではミレニアル世代として括られる彼らは、およそ1980年半ばから2000年頃に生まれ、
大きな経済不況を少年・少女時代に潜り抜け、今は当該国の経済をけん引する役割へと向かっている。そんな彼らは自ら好
んで独立する冒険を避け、親世代から有形無形の資産を引継ぎつつ、テクノロジーの活用、経験価値志向、健康とウェル
ネスの重視など、親世代とは異なる〝持たざる消費〟を愉しむ。その結果、彼らが望む価値に応えられる企業は利益を得て、
応えられない企業は苦戦する。結局、総じて世の常であるが人口動態の変化は緩やかであり、その影響は数十年単位で続く。
それゆえ次世代の消費価値を受け入れ、長期で生き残る術を見付ける事がビジネス上の賢明な選択肢だと言えるだろう。
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